
３．衛生部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

健 康 増 進 費 健康診査及びがん検診 64,185,898円 健康増進法に基づく健康診査

86,220,835
（単位：人、％）

及び各種事業と各種がん検診を

実施し、病気の予防及び早期

健 康 胃がん 大腸がん 肺がん 子宮頸 乳がん 発見に努めた。

区分 診 査 検 診 検 診 検 診 が ん 検 診

検 診

受 1,229 1,672 1,547
男 25

(482) (798) (664)

診

1,492 2,506 2,163 1,464 1,462
女 25

者 (632) (1,281) (976) (1,106) (986)

2,721 4,178 3,710 1,464 1,462
計 50

(1,114) (2,079) (1,640) (1,106) (986)

対象者 1,329 14,919 21,675 21,675 14,592 10,742

受診率 3.8
18.2 19.3 17.1 10.0 13.6

(7.5) (9.6) (7.6) (7.6) (9.2)

※受診者()：受診率算定対象の受診者数

※受診率()：厚生労働省算定方法

大腸がん・肺がん検診は当該年度の40～69歳の受診者から算

出。胃がん・子宮頸がん・乳がん検診は、前年度と当該年度

の受診者から２年連続受診者を除いて算出

（胃がん50～69歳、子宮頸がん20～69歳、乳がん40～69歳）

骨密度検診 年度内40歳から70歳までの５歳

刻みの女性を対象に、骨粗鬆症

受診者 440 人 の予防及び早期発見を目的に実

対象者 2,666 人 施した。

受診率 16.5 ％

歯周病検診 年度内20歳、30歳及び40歳か

ら70歳までの５歳刻みの方を対

受診者 186 人 象に、口腔機能の確保と日常生

対象者 6,134 人 活におけるＱＯＬの向上を目的

受診率 3.0 ％ として実施した。

肝炎ウイルス検診 40歳以上の未受診者等を対象

に、肝炎対策の一環として実施

受診者 476 人 した。

対象者 11,937 人

受診率 4.0 ％

結核検診 結核の予防、早期発見のため

実施した。

受診者 1 人

-59-



事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

健 康 増 進 費 スマートウェルネス研究事業 1,059,551円 当事業において実施したワー

（続き） クショップ「コラボ★ラボ」で

こどもから高齢者まで、全ての市民の皆様が健康的に年齢を重ね いただいた市民の皆様からのた

ることができるよう、健康なまちづくりを目指し、様々な視点でむ くさんの声を、令和７年３月に

つ市に合った健康づくりに取り組むこととし、ウォーキングイベン 策定されたむつ市健康増進計画

トやワークショップを実施した。 （第３次健康むつ２１）に盛り

込むことができたことで、今後

１．ウォーキングイベント 様々な事業を実施していくきっ

・七夕ウォーキング(R6.7.6開催115名参加) かけにつながっていることから

・ハロウィンウォーキング(R6.10.26開催318名参加) 一定の効果があったものと考え

・花咲かフェスティバル(R6.11.9開催53名参加) ている。

２．ワークショップ「コラボ★ラボ」(R6.6.22開催49名参加)

・福井大学井階教授を講師にお迎えした

・「がん検診の受診率が低い」「飲酒量が多い」など、11個の健康課

題を【原因】【理想】【手段】と段階を踏んで話し合った
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

予 防 費 定期予防接種 予防接種法に基づき、乳幼児

354,864,701 から就学児童・生徒、高齢者に

至るまで予防接種を実施するこ

とにより感染のおそれがある

疾病の発生及びまん延を予防し、

公衆衛生の向上に寄与した。

（単位：人、％）

種 類 対象年齢等 接種回数 対象者数 接種者数 接種率

麻しん風し １歳～２歳 １回 195 188 96.4

ん混合

就学の前年 １回 301 292 97.0

二種混合 １１歳～１３歳未満 １回 698 301 43.1

ＢＣＧ ３か月～１歳 １回 207 203 98.1

３歳～７歳６か月 １期初回 ２回 981 498 50.8

日本脳炎 １期追加 1回 888 230 25.9

９歳～１０歳未満 ２期 １回 1,212 302 24.9

生後３～９０か月 １期 初回 ３回 116 51 44.0

四種混合

１期 追加 １回 288 198 68.8

五種混合 生後３～９０か月 １期 初回 ３回 602 537 89.2

(※１)

１期 追加 １回 168 78 46.4

子宮頸がん 小学６年生～高校１年生 ２価 ３回

(※２) 女子及びキャッチアップ ４価 ３回 6,414 1,433 22.3

対象者 ９価 ２回(１５歳以上は３回)

生後２か月～６０か月 １回～４回

ヒ ブ （接種開始時の年齢によって 270 179 66.3

接種回数が変わる。）

小 児 用 生後２か月～６０か月 １回～４回

肺炎球菌 （接種開始時の年齢によって 921 794 86.2

接種回数が変わる。）

１歳～３歳 １回目 238 213 89.5

水 痘

２回目 275 201 73.1

生後２か月～１歳 １回目 197 195 99.0

Ｂ型肝炎 ２回目 199 195 98.0

３回目 222 212 95.5
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

予 防 費
（単位：人、％）（続き）

種 類 対象年齢等 接種回数 対象者数 接種者数 接種率

ロタ(１価) 生後6週～24週 ２回 134 122 91.0

ロタ(５価) 生後6週～32週 ３回 396 375 94.7

高齢者用
65歳の者

肺炎球菌
60歳～64歳で一定の １回 746 158 21.2

障がいがある者

高齢者
65歳以上の者

インフルエンザ
60歳～64歳で一定の １回 18,785 10,667 56.8

障がいがある者

高齢者 65歳以上の者

新型コロナ 60歳～64歳で一定の １回 18,785 6,373 33.9

(※３) 障がいがある者

※１ 五種混合ワクチンは、ジフテリア、百日咳、破傷風、ポリオ、ヒブ感染症の５つを予防する

ワクチンで、令和６年４月から定期接種となる。

※２ 子宮頸がんワクチン接種は、平成25年から積極的な接種勧奨を差し控えていたが、令和４年

４月から積極的勧奨を再開。令和４年度から対象人数はキャッチアップ接種対象者も含む。

※３ 令和６年度から新型コロナワクチンが定期接種となる。

インフルエンザワクチン接種費用助成金 インフルエンザワクチン接種

費用助成事業実施要綱に基づき、

助成対象者：生後６か月から小学６年生 接種費用助成を実施。

接 種 者：1,895 人 ワクチン接種費用にかかる軽

減措置を講じ、感染の拡大防止、

重症化予防を図った。

成人風しん抗体検査・予防接種費用助成金 風しん抗体検査及びワクチン

接種費用助成事業実施要綱に

助成対象者：①妊娠を希望する女性（経産婦は除く） 基づき、費用助成を実施し、

②妊娠を希望する女性の夫及び同居者 検査及びワクチン接種費用の

③風しん抗体価が低い妊婦の夫及び同居者 軽減、感染及び先天性風しん

※ただし、ワクチン接種歴、抗体検査受診歴、 症候群の予防を図った。

罹患歴がある者は除く。

抗体検査受診者： １人

ワクチン被接種者： ０人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

予 防 費 乳幼児任意予防接種費用助成金 乳幼児任意予防接種費用助成

（続き） 事業実施要綱に基づき、費用の

おたふくかぜワクチンの接種費用の一部助成を実施。 一部助成を実施し、接種費用の

軽減、感染予防、まん延防止

接種者 及び重症化予防を図った。

・１歳児 おたふくかぜワクチン 178人

風しん追加的対策 風しんの抗体保有率の低い

昭和37年４月４日から昭和54年

令和６年度無料クーポン券送付対象者 ４月１日の間に生まれた男性を

昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性 令和７年３月31日までの期間に

限り、予防接種法の定期接種の

・抗体検査受検者数 239人 対象とし、抗体検査を受け、抗

うち予防接種対象者数 47人 体価の低い場合に予防接種を実

・予防接種実施者数 44人 施した。

帯状疱疹ワクチン接種費用助成金(不活化ワクチンのみ) 帯状疱疹ワクチン接種費用助

成事業実施要綱に基づき、接種

助成対象者：50歳以上 費用助成を実施。

接 種 者：１回目 349人 ワクチン接種費用が高額なた

２回目 337人 め、接種費用を助成することで

市民の経済的負担を軽減すると

ともに発症予防を図った。

新型コロナウイルスワクチン接種事業 87,202,505円 コロナ禍においては、ワクチ

ン接種費用が全額公費負担であ

令和６年度に高齢者の新型コロナウイルスワクチン接種が、 ったが、令和６年度から定期接

予防接種法のＢ類に位置付けられたことから接種費用の一部 種に移行したことに伴い、自己

を助成した。 負担額が発生することとなっ

・接種率 33.9％（接種者6,373人／対象者18,785人） た。これを受け、高齢者を対象

に接種費用の一部を助成する措

置を講じた。

この助成により、定期接種へ

の移行後における経済的な負担

が軽減され、安心してワクチン

接種を選択できる環境が整備さ

れた。

母 子 衛 生 費 妊婦委託健康診査 23,302,605円 妊婦を対象に、医療機関での

80,519,683 定期健康診査を実施。基本的健

実人員 321人 康診査14回分と超音波検査等の

延人員 2,262人 一部検査を公費負担すること

で、経済的負担の軽減と妊婦の

健康増進を図った。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

母 子 衛 生 費 出産・子育て応援事業 21,346,887円 妊娠届出時から全ての妊婦・

（続き） 子育て家庭に寄り添い、出産・

出産応援 9,050,000円 育児等の見通しをたてるための

給付件数 181件 面談や、その後の情報発信・相

子育て応援 10,150,000円 談等の継続実施を通じ必要な支

給付件数 203件 援等につなぐとともに、妊娠・

出産時に合計10万円を給付する

ことで経済的支援を行った。

フッ化物塗布むし歯予防事業 むし歯予防及び保護者の歯科

365,980円 口腔保健への意識向上を図り、

乳歯に対しフッ化物歯面塗布を

健診時(集団) １歳６か月児 197件 実施した。１歳６か月児健診、

２歳児 188件 ２歳児健診及び３歳児健診の会

３歳児 184件 場で、希望する幼児への歯面塗

合 計 569件 布を実施した。また、健診時塗

布をした幼児に対し、フォロー

歯科医院受診(個別) １歳６か月児 19件 アップとして受診券を配布し、

２歳児 23件 市内歯科医療機関においてフッ

３歳児 16件 化物歯面塗布を個別で実施し

合 計 58件 た。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

斎 場 管 理 費 市内４斎場管理業務 人間の「死」という最後のと

45,661,027 きに、もっとも大切な家族や親

○火葬業務委託料 14,493,600円 しい人々とのお別れの場として、

清潔で厳粛な斎場を供した。

○利用状況

火 葬 件 数（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

待 合 室

地区名 12歳以上 12歳未満 死産児 人体の一部 改葬のため 動 物

総数 利用者数

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外

む つ 685 665 6 1 0 6 1 3 0 2 1 9,422人

川 内 96 96 0 0 0 0 0 0 0 0 0 263 9 1,949人

大 畑 157 156 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1,789人

脇野沢 17 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 238人

全 体 955 934 6 1 0 6 1 3 0 2 1 263 9 13,398人

※むつ市斎場の人体の一部（むつ病標本１件）は上記実績に含まず

○斎場改修事業 10,065,000円

【むつ市斎場・大畑斎場】

・火葬施設修繕工事 工事請負費 9,130,000円

①むつ市斎場

２号炉セラミック張替、１号炉セラミック側面煉瓦取替、

１号炉霊台車耐火物取替、２号炉主燃焼バーナー整備、

２号炉バーナータイル等取替、火葬炉部品取替

②大畑斎場

２号炉耐火物全体取替、火葬炉部品取替

【川内斎場】

・火葬施設修繕工事 工事請負費 935,000円

胞衣炉バーナコンバスター・フレームコーン交換、動物炉

バーナコンバスター・フレームコーン交換、柩受金物交換
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

墓地公園管理費 墓地公園トイレ改修事業 故人を偲ぶ家族の絆を確認す

74,450,303 る場として環境を整え、公営墓

○むつ市墓地公園公衆トイレ整備事業 67,287,000円 地である墓地公園への需要に応

公衆トイレ解体 ４棟、公衆トイレ建築 １棟 えた。

○全区画数 2,167区画

使用区画数 1,928区画

残区画数 239区画

じ ん 芥 処 理 費 ごみ収集運搬業務 303,034,743円 家庭から分別排出されたごみ

1,479,377,959 の収集運搬を行うことにより、

○一般廃棄物収集運搬業務委託料 302,566,000円 生活環境の保全に寄与した。

○家庭ごみ収集運搬量推移
（単位：ｔ）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

収集運搬量 12,410.39 11,596.25 11,336.82

○ごみ収集・集団回収カレンダー等印刷費 464,783円

○ごみ集積所用看板購入費 0円

○ごみ集積所用看板用ステッカー等購入費 3,960円

○家庭ごみ排出啓発シール購入費 0円

市指定ごみ袋関係業務 45,562,438円 市指定ごみ袋の有料制によ

り、家庭から排出されるごみの

○市指定ごみ袋等製作費 35,545,708円 減量化を図った。

・可燃（大） 2,025,000枚

・可燃（小） 205,000枚

・不燃（大） 115,000枚

・不燃（小） 75,000枚

・資源（大） 115,000枚

・資源（小） 85,000枚

・ボランティア袋 19,000枚

○市指定ごみ袋等取扱委託料 7,922,440円

○市指定ごみ袋等配達業務委託料 2,032,800円

○粗大ごみ処理券印刷製本費 4,300枚 61,490円

資源ごみ集団回収業務 11,801,354円 資源ごみの回収団体及び回収

業者に奨励金を交付し、リサイ

○資源ごみ回収奨励金 11,618,754円 クルに対する意識の高揚に努め

・資源ごみ回収団体奨励金 た。

登録団体 79団体(交付有)

資源ごみ回収量１㎏当たり 6円

交付金額 5,362,392円

・資源ごみ回収業者奨励金

登録業者 ２業者

資源ごみ回収量１㎏当たり 7円

交付金額 6,256,362円

○関連経費

・資源ごみ集団回収場所用消耗品購入費 182,600円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

じ ん 芥 処 理 費 ○資源ごみ集団回収量推移

（続き）
（単位：kg）

資 源 回 収 量

品 名

令和４年度 令和５年度 令和６年度

新 聞 紙 223,082 203,752 180,151

可 雑 誌 類 143,912 133,762 113,522

チラシ・包装紙類 90,718 82,343 68,788

ダ ンボール類 249,514 239,255 211,360

燃 牛 乳 パ ッ ク 7,293 6,819 6,037

布 類 0 0 10

ペットボトル 82,685 83,056 78,853

物 白 色 ト レ イ 3,668 3,666 3,366

小 計 800,872 752,653 662,087

ス チ ー ル 缶 33,839 29,664 25,259

ア ル ミ 缶 55,120 53,378 49,501

不 一 升 び ん 10,659 9,362 8,090

ビ ー ル び ん 2,006 1,486 1,309

燃 鉄 類 17,307 13,713 13,842

無 色 の び ん 53,492 50,662 44,922

物 茶 色 の び ん 74,069 71,216 63,347

その他のびん 30,075 27,732 25,407

小 計 276,567 257,213 231,677

合 計 1,077,439 1,009,866 893,764
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

じ ん 芥 処 理 費 最終処分場管理業務 44,123,271円 市内各地区２か所に所在する

（続き） 一般廃棄物最終処分場の施設

○最終処分場施設等維持管理業務等 31,344,452円 管理及び周辺環境の監視を行う

○維持管理用物品購入費、光熱水費及び修繕料 9,454,441円 ことにより、環境の保全を図った。

○環境調査業務 3,129,500円

○各種法定検査手数料及び通信運搬費 194,878円

下北地域広域行政事務組合負担金 1,047,257,000円 ごみやし尿は、それぞれ下北

地域広域行政事務組合所管の

○じん芥処理費負担金 687,596,000円 「クリーンセンターしもきた」

と「むつ衛生センター」におい

○ごみ処理量推移
（単位：ｔ）

て処理されている。

令和４年度 令和５年度 令和６年度

生活系ごみ 13,716.37 12,803.18 12,359.58

事業系ごみ 6,829.85 6,778.37 6,263.78

総 処 理 量 20,546.22 19,581.55 18,623.36

可燃ごみ 17,950.01 17,104.01 16,332.23

不燃ごみ 870.21 766.32 714.49

粗大ごみ 828.37 757.01 665.7

資源ごみ 806.94 765.68 715.84

そ の 他 90.69 188.53 195.1

○し尿処理費負担金 359,661,000円

○し尿・浄化槽汚泥処理量推移 （単位：kl）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

処 理 量 41,576 41,358 40,476
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

じ ん 芥 処 理 費 【新規】ごみ出し支援事業 761,200円 家庭から排出されるごみを自

（続き） ○むつ市ごみ出し支援事業業務委託 761,200円 らごみ集積所へ排出することが

困難な高齢者、障がい者等のみ

利用者数 で構成される世帯に対し、ごみ

・31世帯43人（令和７年３月末現在） により生活環境の保全に支障が

発生することを防止した。

【新規】物価高騰対策ごみ袋配布事業 20,899,540円 本事業は、昨今の物価高騰に

より影響を受けている市民生活

○消耗品費 225,040円 を支援する経済対策として、市

○ごみ袋作成費 15,229,500円 民にとって生活必需品であるむ

○ごみ袋配達委託料 5,445,000円 つ市指定の可燃ごみ袋（大）30

枚を戸別配布した。

配布戸数

・むつ地区 19,576戸

・川内地区 1,463戸

・大畑地区 2,494戸

・脇野沢地区 619戸

合計 24,152戸

※問い合わせによる再配達を含む。

配布方法

・むつ市シルバー人材センターに毎戸配布業務を委託

・委託期間 R6.5.12～R6.9.30
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４．労働部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

労 働 諸 費 高齢者職業能力開発事業 11,050,000円 公益社団法人むつ市シルバー

14,139,977 人材センターが行う高年齢者就

○公益社団法人むつ市シルバー人材センター補助金 業機会提供事業、高年齢者就業

機会確保事業等に補助金を拠出

年 度 補 助 金 額 することで、高年齢者の就業機

会が安定的に提供された。

令和２年度 9,206,988 円

令和３年度 9,152,024 円

令和４年度 9,105,192 円

令和５年度 9,100,000 円

令和６年度 11,000,000 円

○公益社団法人むつ市シルバー人材センター会員数の推移

年 度 会 員 数

令和４年度末現在 593 人

令和５年度末現在 591 人

令和６年度末現在 598 人

○県シルバー人材センター連合会会費 50,000円

Ｕターン就職等推進事業 2,671,647円 ＵＩＪターン就職の促進及び

受入体制の強化により、地域を

地域を支える人材の確保のため、首都圏等に在住する大学生等や 支える人材の確保に寄与した。

転職希望者のＵＩＪターン就職を促進したほか、国で創設された移

住支援金制度を活用したＵＩＪターン就職希望者等の受入体制の強

化を図った。

○Ｕターン就職フェア等への参加

１回参加

むつ市ブースへの来訪者計16人

○むつ市移住支援金 2,600,000円

@600,000 × １件（単身） ＝ 600,000円

@2,000,000 × １件（2人以上・子1人世帯）＝2,000,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

農 業 振 興 費 経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金 1,471,000円 補助金の交付により、事業主

647,310,074 体による経営所得安定対策等に

経営所得安定対策等（水田活用の直接支払交付金、畑地化促進事 係る推進活動等が円滑に実施さ

業など）の実施に必要となる推進活動等のうち、地域段階の事業主 れた。

体が行う現場における推進活動や要件確認等に必要となる経費の助

成を行った。

・事業主体：むつ市地域農業再生協議会

・事 業 費：1,471,000円（人件費、事務経費等）

・補助金額：1,471,000円（補助割合：10/10）

一般社団法人むつ市脇野沢農業振興公社運営事業費補助金 農地の流動化の促進、管理

4,668,000円 耕作等により地域農業の安定が

図られた。

農地管理、担い手の育成、農業資源の活用による地域の活性化等

に支援し、運営の安定化を図った。

・農地利用集積円滑化事業：4,668,000円

新規就農者育成総合対策事業 8,550,000円 令和６年度において１人が新

たに農業経営を開始した。

農業への人材の一層の呼び込みと定着を図るため、49歳以下で新 また、資金の交付により、新

たに農業経営を開始する者に対して、経営開始資金（旧農業次世代 規就農者の営農の継続、経営規

人材投資資金）の交付を行った。 模の拡大が図られた。

○経営開始資金

・対象者： ４人（４農家）

・交付額： 6,000,000円

○旧農業次世代人材投資資金

・対象者： ２人（２農家）

・交付額： 2,550,000円

むつ市産地パワーアップ事業費補助金 289,800,000円 補助金の交付により施設の導

入が進められ、稼働開始にとも

収益力の高い産地作りを推進するために、意欲ある農業者等が取 ない、むつ市斗南岡地区におけ

り組む高性能機械及び資材の導入等に要する経費の助成を行った。 るトマトの産地化が期待され

る。

・事業主体：１法人

・補助金額：289,800,000円（補助割合：1/2）

・事業内容：施設の導入（高度環境制御栽培施設及び付帯施設）

※令和５年度からの繰越事業。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

農 業 振 興 費 スマート農業推進事業 333,300,000円 助成金の交付により、経営の

（続き） 拡大、安定化が図られ、また、

スマート農業を導入による新規参入や生産規模の拡大をし、それ 市内の雇用者数の増加も図られ

に伴う農業経営の安定化による担い手の確保を図るため、１法人に た。

対し施設設置助成金及び雇用助成金の交付を行った。

○施設設置助成金

・事業主体：１法人

・助成金額：295,300,000円

・助成内容：操業開始の日までの間における土地、建物、及び

償却資産の取得等に要した経費の1/10を助成

○雇用助成金

・事業主体：１法人

・助成金額：38,000,000円

・助成内容：操業開始の日から36月を超えない間における適

用対象従業員のうち５人を超える者１人につき

50万円を乗じた額を助成

（参考）新規雇用 81名

（雇用数81人－5人)×50万円＝76人×50万円＝3,800万円

農業経営収入保険加入促進事業 160,000円 補助金の交付により、農業経

営収入保険への加入促進が図ら

自然災害や異常気象による収量低下及び価格下落など、経営努力 れた。

では避けられない様々なリスクによる収入の減少への備えとなる収

入保険への加入を促進するため、加入時の保険料の1/2を補助金と

して農業者へ交付を行った。

・対 象 者：３人（３農家）、２法人

・補助金額：最大42,000円 最小17,000円

（各自の保険料により補助額は異なる）

むつ市野菜等産地力強化支援事業費補助金 1,970,000円 補助金の交付により、農業者

の経営の拡大、収益力の向上が

野菜等産地の所得向上と産地力の強化を図る取組を行う農業者に 期待される。

対して、取組に必要な高性能機械・資材の導入に係る経費の補助を

行った。

・事業主体：１人（１農家）

・補助金額：1,970,000円

・事業内容：資材の導入（高設栽培資材一式）
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

農 地 費 土地改良施設維持管理事業費補助金 1,365,000円 補助金の交付によって、各土

9,008,606 地改良区内において必要な農業

土地改良区等の農業用施設の維持管理に係る経費に対する助成を 用施設等の維持活動を行うこと

行った。 ができた。

・事業主体：３団体

・補助金額：1,365,000円（補助割合：1/2）

【内訳】むつ山辺沢土地改良区：250,000円

川 内 町 土 地 改 良 区：415,000円

大 畑 土 地 改 良 区：700,000円

ため池等整備事業負担金（早掛沼整備事業） 2,508,000円 事業は大方計画通りに進めら

れており、改修工事の竣工後に

早掛沼ため池は、十勝沖地震での決壊による改修から50年が経過 は、ため池の耐震や防災機能が

しており、平成30年度に県が実施した耐震性能調査の結果、早急な 強化され、市民の安全の向上が

防災対策工事が必要なことから、県が主体となり、農村地域防災減 期待される。

災事業（国補助）を活用し、令和３年度から令和７年度までの５か

年の計画で改修工事を実施する。

令和６年度は取付水路工に係る事業費のうち、5.5%を支出した。

・事業場所：早掛沼ため池

・事業内容：取付水路工

・事 業 費：45,600,000円

・負担金額： 2,508,000円（負担割合5.5％）

（参考）総事業費：358,000,000円

市負担額： 19,690,000円

負担済額： 15,665,540円（事業進捗率：79.5％）

鳥 獣 対 策 費 天然記念物ニホンザル・カモシカ食害対策事業 18,512,760円 人員を配置してニホンザルの

32,095,648 遊動域の調査を行ったほか、順

ニホンザルの群れ及び頭数の増加に伴い遊動域が拡大し、依然と 次電気柵を設置し、農作物被害

して農作物被害が発生していることから、文化庁の補助事業（2/3 の軽減に努めた。

補助）を活用し、被害防止に効果のある電気柵を設置した。

電気柵設置距離：630メートル

・報 酬：11,903,401円

・職員手当等： 2,326,971円

・報 償 費： 50,000円

・旅 費： 487,400円

・需 用 費： 6,017円

・委 託 料： 630,000円

・原 材 料 費： 3,108,971円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

畜 産 振 興 費 草地畜産基盤整備事業 令和６年度分 16,277,000円 整備完了後は、自給飼料の増

53,097,671 令和５年度繰越分 5,516,000円 産や品質向上、生産性の向上及

び農家の経営規模拡大が期待さ

畜産農家の飼料基盤の造成・整備、農家が活用する公共牧場の草 れる｡

地整備により、畜産業の安定的発展・地域活性化の推進を目指す。

令和６年度は、当初予定していた事業量で入札を行ったところ不

調になったことにより発注時期が遅れたため、残りの事業量を７年

度に繰越すこととした。

・事業場所：名子牧野、永下牧野

・事業内容：草地整備

・委 託 料：令和６年度分 16,277,000円

令和５年度繰越分 5,516,000円

畜産業物価高騰対策支援金交付事業 4,925,000円 市内ほぼ全ての農家から申請

があり、申請のあった全ての農

令和３年度以降の畜産業における物価高騰に対応し、畜産業者の 家に対して支援金を交付するこ

経営の継続や発展を支援するため、物価高騰分の一部を助成した。 とができたため、物価高騰対策

に効果があり、経営継続の一助

畜産農家総件数 42件 となった。

申請件数 39件

交付決定件数 39件

牧 野 等 管 理 費 牧野施設等指定管理料（むつ地区・脇野沢地区） 31,103,000円 むつ市営宮後牧野等むつ地区

36,416,161 の５施設は、指定管理者制度に

・指 定 管 理 者：田名部畜産農業協同組合 より施設の管理運営に係る経費

節減を図ったほか、畜産農家に

・指定管理施設：むつ市営宮後牧野 家畜管理サービスを提供し、畜

むつ市営名子牧野 産の振興を図った。

むつ市営永下牧野 また、老朽化する各施設の

むつ市営金谷沢牧野 管理に係る必要な修繕により、

むつ市宮後ふれあい牧場 適正な管理に努めた。

・施設利用頭数：宮 後（牛）利用者 32戸、延頭数 5,343頭

名 子（牛）利用者 46戸、延頭数 5,257頭

永 下（牛）利用者 24戸、延頭数 13,963頭

合 計：利用者102戸、延頭数 24,563頭

・指 定 管 理 者：一般社団法人むつ市脇野沢農業振興公社

・指定管理施設：脇野沢瀬野牧野

脇野沢滝山牧野

脇野沢源藤城牧野

むつ市営瀬野畜舎

むつ市営滝山畜舎

むつ市営源藤城畜舎

・施設利用頭数：瀬野畜舎（牛）利用者 １戸、延頭数 7,337頭

滝山畜舎（牛）利用者 １戸、延頭数 5,444頭

合 計：利用者 ２戸、延頭数 12,781頭
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

林 業 総 務 費 森林経営管理事業 10,670,000円 令和５年度に意向調査を実施

24,294,085 した大畑地区の森林について現

手入れの行き届いていない私有林について、市が森林所有者から 地調査を行った。令和７年度以

経営管理の委託を受け、森林整備を実施し、林業の持続的発展と森 降は引き続き現地調査を実施

林の多面的機能に資するため、大畑地区の現地調査と脇野沢地区の し、森林整備を実施する場所を

集積計画（案）作成を行った。 検討していく。

脇野沢地区については、森林

○大畑地区現地調査業務委託：9,020,000円 経営管理権集積計画（案）を作

・対象面積：61.98ha 成した森林について、令和７年

・対象筆数：364筆 度以降に所有者から同意を得

・事業内容：意向調査で森林経営を市に委託すると希望した所 て、森林整備を実施していく。

有者の森林について現地調査した。

○脇野沢地区森林経営管理権集積計画案作成業務委託：1,650,000円

・対象面積：3.62ha

・対象筆数：18筆

・事業内容：現地調査の結果を元に、山地災害危険地区を

中心に計画案を作成した。

スマート林業推進事業 1,157,240円 人工造林や下刈り後の現地確

認や森林の現地踏査の事前確認

航空レーザ計測・森林資源解析データ及び青森県森林クラウドシ に活用し業務軽減を図ってい

ステムの仕組みを有効活用したスマート林業の導入及び活用促進を く。

図るため、ドローンの導入と林務担当職員が二等無人航空機操縦士 資格は、令和７年度中に取得

の資格取得するため、実地操作研修を受講した。 を予定。

旅 費 ： 10,900円

役 務 費 ： 57,010円

備品購入費 ：748,770円

負担金補助及び交付金：340,560円

林 業 振 興 費 むつ市豊かな森づくり補助金 10,754,038円 補助金を継続することで、

46,306,144 森林整備面積の拡大や森林の

市内の民有林について、森林資源の約６割が伐採時期を迎え、 多面的機能の発揮、持続可能な

伐採が増加する一方、再造林が少ない状況にあることから、 林業の実現を図っていく。

森林整備を推進するため、事業に要する経費の助成を行った。

○むつ市豊かな森づくり補助金 ：10,754,038円

実績：

人 工 造 林： 22.53ha 7,151,706円

下 刈： 83.20ha 2,660,658円

枝 打： 22.06ha 409,998円

除 伐： 1.65ha 17,079円

保 育 間 伐： 15.78ha 514,597円

小計 ：145.22ha 10,754,038円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

林 業 振 興 費 地域産木材循環利用促進事業 25,000,000円 木材の地産地消促進、木材輸

（続き） 送距離の短縮により、林業事業

利用期を迎えた森林の適切な整備、林業事業者の収益性の向上、 者の収益の向上やカーボンニュ

カーボンニュートラルの実現及び地産地消によるウッドマイレージ ートラルの促進等を図る。

CO2の削減を図るため、市内の施設で使用する地元木材の利用を促

進する。

○事業主体：１法人

○補助金額：25,000,000円

（補助単価上限：１㎥当たり3,800円）

○補助活用事業に係り購入された材積：7,294.73㎥

造 林 費 市有林造成基金積立金 8,135,000円 積立金を活用し、計画的に市

24,104,921 有林の整備を実施し、森林の多

約2,000haの市有林のうち、約1,600haは人工林であり間伐等の森 面的機能の発揮、持続的な森林

林整備が必要な森林である。市は森林所有者の手本となる森林整備 サイクルの促進を図る。

を行う立場として、継続的に市有林を整備するため、市有林立木売

払収入や国有林の分収林分収金等を積立し、市有林整備に必要な財

源を確保する。

〇市有林造成基金積立金：8,135,000円

治 山 林 道 費 林道改良事業 3,443,000円 水路改良工事を実施すること

11,420,480 で道路損壊を軽減する。また、

川内地区の林道へ続く旧市道(林道編入予定）脇の水路において、 林道として管理するための手続

大雨などで水が溢れて路面が損壊していることから、令和６年度 きを進めていく。

に、水路を改修するための測量設計を実施した。

〇事業場所：川内町館山下地内

〇事業内容：水路測量設計業務委託

〇委 託 料：3,443,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 むつ市漁業共済掛金補助金 漁業者の漁業共済への継続加

87,295,084 入及び漁家経営の安定化に寄与

漁業者の生産金額や漁獲金額が、不作･不漁により減少した場合 した。

の損失を補償する漁業共済への加入を促進し、漁業経営の安定に

資するために共済掛金の一部を補助した。

①特定養殖共済（ホタテ貝養殖業） 3,116,277円

事業主体：むつ市漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 21,696,962円×5%（補助率）

≒ 1,036,919円

事業主体：川内町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 29,602,367円×5%（補助率）

≒ 1,480,103円

事業主体：脇野沢村漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 11,985,346円×5%（補助率）

≒ 599,255 円

②養殖共済（さけ・ます養殖業） 13,680円

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 273,600円×5%（補助率）

≒ 13,680 円

③漁獲共済 2,015,218円

・漁船漁業

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 10,665,245円×5%（補助率)

≒ 526,408円

・定置漁業

事業主体：関根浜漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 3,091,511円×5%（補助率）

≒ 154,570円

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 12,693,624円×5%（補助率）

≒ 609,003円

事業主体：脇野沢村漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 14,049,642円×5%（補助率）

≒ 702,472円

・こんぶ漁業

事業主体：関根浜漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 455,301円×5%（補助率）

≒ 22,765円

補助金総額：①＋②＋③＝ 5,145,175円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 各種種苗放流支援事業 アユ、ヤマメの継続的な稚魚

（続き） 放流により、大畑川には毎年

ヤマメ、アユ、サクラマス、アワビ種苗放流に要する経費の一部 多数の遊漁者が訪れており、

を補助し、水産資源の維持増大と漁業生産の安定を図った。 観光面での相乗効果もあるほか、

ヤマメについては豪雨災害によ

①サクラマス種苗放流事業費補助金 り大量へい死したため、積極的

事業主体：川内町内水面漁業協同組合 な放流が必要である。

実施場所：川内町獅子畑及び畑曲淵 またヤマメは一部が降海し、

事 業 費：1,150,000円 サクラマスとなることから、

事業内容：サクラマス30,000尾幼魚放流 サクラマス幼魚の放流と併せて

補助金額：575,000円 漁業者の所得向上に寄与してい

ると考えている。

②ヤマメ・アユ・サクラマス種苗放流事業費補助金 高値取引されるアワビについ

事業主体：大畑町漁業協同組合 ても、安定した数量の漁獲に寄

実施場所：大畑川本・支流（ヤマメ５か所、アユ３か所、サク 与している。

ラマス１か所）

事 業 費：1,878,280円

事業内容：ヤマメ50,000尾、アユ110㎏、

サクラマス稚魚・幼魚30,000尾放流

補助金額：800,000円（定額）

③アワビ稚貝放流事業費補助金

事業主体：大畑町漁業協同組合

実施場所：赤川～正津川地先

事 業 費：1,234,200円

事業内容：アワビ稚貝平均殻長32.2㎜ 11,000個放流

補助金額：600,000円（定額）

補助金総額：①＋②＋③＝ 1,975,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 ナマコ資源増殖推進事業 増殖場のモニタリング結果に

（続き） よると、ナマコ平均生息密度は、

ナマコの育成及び成長に適した基質（石材）の設置やナマコ種苗 むつ地区（投石）で１㎡当たり

の放流等によりナマコ資源を増加させ、資源増強による漁獲量の増 1.0個（対照区生息なし）であった。

大及び漁家経営の安定を図った。 川内地区及び脇野沢地区おい

ても稚ナマコ放流により、資源

①事業主体：むつ市漁業協同組合 の維持・増殖に寄与した。

実施場所：むつ市大字奥内字大室平地先 ※対照区：増殖場造成未着手の地点

事 業 費：2,100,000円

事業内容：増殖場造成面積 A=2,500㎡

投石によるナマコ増殖場造成

補 助 率：1/2以内（上限1,050,000円）

補助金額：1,050,000円

②事業主体：川内町漁業協同組合

実施場所：むつ市川内町川内地先

事 業 費：2,994,750円

事業内容：稚ナマコ購入・放流 36,300個

補 助 率：1/2以内（上限1,480,000円）

補助金額：1,480,000円

③事業主体：脇野沢村漁業協同組合

実施場所：むつ市脇野沢地先

事 業 費：3,300,000円

事業内容：稚ナマコ購入・放流 40,000個

補 助 率：1/2以内（上限1,900,000円）

補助金額：1,650,000円

補助金総額：①＋②＋③＝ 4,180,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

水 産 振 興 費 関根浜沿岸漁業振興対策事業

（続き）

関根浜漁協が関根浜沿岸漁業振興基金を活用して実施する、沿岸

漁業振興対策事業である。

①アワビ稚貝放流事業 関根浜漁協のアワビの水揚量

アワビ稚貝の放流を実施することにより、アワビ資源の維持増大 は１ｔ以上の水揚量を維持して

に努め、関根浜地区の漁業経営の安定を図った。 いたが、減少傾向にあるため、

・事業主体：関根浜漁業協同組合 本事業を継続して行うことに

・実施場所：出戸・烏沢地先 よって、資源量を維持できるも

・事 業 費：1,122,000円 のと考えられる。

・事業内容：アワビ稚貝平均殻長30㎜ 10,000個放流

・補助金額：1,122,000円

②マゾイ稚魚放流事業 マゾイ稚魚の放流を継続する

マゾイ稚魚の放流を実施することにより、マゾイ資源の維持増大 ことで、資源量の維持増大に寄

に努め、関根浜地区の漁業経営の安定化を図った。 与できるものと考えられる。

・事業主体：関根浜漁業協同組合

・実施場所：関根浜地先

・事 業 費：575,300円

・事業内容：マゾイ稚魚（平均全長60mm）6,000尾放流

・補助金額：575,300円

③オーバースライダー改修事業 オーバースライダーの改修に

老朽化により故障した水産物荷捌施設のオーバースライダーを改 より、効率的な水揚げ・荷捌き

修することにより、効率的な水揚げ・荷捌き作業環境の維持を図っ 作業環境の維持が図られた。

た。

事業主体：関根浜漁業協同組合

実施場所：むつ市大字関根字前浜143

事 業 費：5,390,000円

事業内容：オーバースライダー改修一式

補助金額：5,390,000円

補助金総額：①＋②＋③＝ 7,087,300円

水産業物価高騰対策支援金交付事業 高騰した電気料の一部を補助

することで、漁協経営の安定化

物価高騰や漁獲量減少に伴う収入の低下等の影響により経営が に寄与した。

悪化している漁業協同組合に対し、漁協所有施設に要する電気料の

一部を助成することで、漁協経営の安定化を図る。

令和２年度と令和５年度それぞれ１年間の漁協所有施設にかかっ

た電気料を比較して、令和５年度が上回った漁協が対象となり、そ

の差分の２分の１を交付額としたが、対象となったのは大畑町漁協

のみであった。

事業主体：大畑町漁業協同組合

交付額：2,032,000円

※財源：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

漁港施設整備費 下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（大畑漁港） 老朽化した施設の機能保全工

164,786,428 事を実施することにより、施設

機能保全計画書に基づいた機能保全工事を行い、漁港施設の長寿 の長寿命化及び更新コストの平

命化及び更新コストの平準化・縮減を図った。 準化・縮減に寄与した。

・事 業 費：126,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：126,000,000円×1/10＝12,600,000円

・事業内容：導流堤 L=22.8m、-3.0m泊地浚渫 A=4,200㎡

下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（正津川漁港） 測量設計業務を実施すること

で、機能保全工事の発注準備を

機能保全計画書に基づいた機能保全工事を行い、漁港施設の長寿 整えた。

命化及び更新コストの平準化・縮減を図るための測量設計を実施し

た。

・事 業 費：40,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：40,000,000円×1/10＝4,000,000円

・事業内容：防砂堤測量設計一式

下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（脇野沢漁港） 老朽化した施設の機能保全工

事を実施することにより、施設

機能保全計画書に基づいた保全工事を行い、漁港施設の長寿命化 の長寿命化及び更新コストの平

及び更新コストの平準化・縮減を図った。 準化・縮減に寄与した。

・事 業 費：54,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：54,000,000円×1/10＝5,400,000円

・事業内容：護岸 L=220.8ｍ
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

漁港施設整備費 むつ地区水産物供給基盤機能保全事業 老朽化した施設の機能保全工

（続き） 事を実施することにより、施設

過去に整備された漁港施設の経年劣化とともに、更新を必要とす の長寿命化及び更新コストの平

る施設が増加していることから、機能保全工事を実施し、施設の長 準化・縮減に寄与した。

寿命化及び更新コストの平準化・縮減を図った。

●事 業 費： 99,377,428円

（内国庫支出金49,604,500円、県支出金24,802,250円）

（負担割合：国2/4、県1/4、市1/4）

○需用費 168,428円

・消耗品費 168,428円

○委託料 11,550,000円

・設計書作成業務委託料（浜奥内漁港） 8,030,000円

・設計書作成業務委託料（関根漁港） 3,520,000円

○工事請負費 87,659,000円

・むつ地区(浜奥内漁港)水産物供給基盤機能保全工事 51,128,000円

工事場所：むつ市大字奥内字浜奥内、浜平地先

工事内容：南護岸 L=62.2m

・むつ地区(浜奥内漁港)水産物供給基盤機能保全工事 28,534,000円

工事場所：むつ市大字奥内字浜奥内、浜平地先

工事内容：南護岸 L=25.2m

・むつ地区(浜奥内漁港)水産物供給基盤機能保全工事 7,997,000円

工事場所：むつ市大字奥内字浜奥内、浜平地先

工事内容：-3.5m航路浚渫 A=531㎡

大畑地区漁港施設機能強化事業負担金（大畑漁港） 荒天時の越波対策のため防波

堤胸壁を高くしたことにより安

本漁港では、荒天時の越波により、漁業活動に支障をきたしてい 全な漁業環境が確保された。

るため、安全な漁業活動ができるよう防波堤胸壁の嵩上げ等を行っ

た。

・事 業 費：220,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：220,000,000円×1/10＝22,000,000円

・事業内容：第１東防波堤 L=53.0m

檜川地区漁港施設機能強化事業負担金（檜川漁港） 沖防波堤を延伸することによ

り港内静穏度が向上し、安全な

近年の波高増大に伴う港内へ進入波により港内静穏度が悪く、漁 漁業環境の確保が期待できる。

船が係留施設に接触して破損するなどの被害が発生していることか

ら、波浪に対する機能強化を図った。

・事 業 費：100,000,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：100,000,000円×1/10＝10,000,000円

・事業内容：沖防波堤 L=25.0m
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

漁港施設整備費 大湊地方隊等周辺民生安定施設整備事業 調査設計業務の実施により、

（続き） 令和７年度からの漁場整備工事

防衛省が令和７～９年度に芦崎湾内で実施する浚渫工事により、 の仕様が決定した。

湾内に生息するナマコのへい死が予想され、ナマコの資源保護や漁

業経営に影響があると考えられる。そこで、浚渫工事前に芦崎湾内

のナマコを生息に適した漁場へ移設し、ナマコ資源の保護を行うと

同時に、安定した漁業経営に資するため、新たに投石によるナマコ

増殖場を整備する。

●事業費： 7,909,000円

○委託料 7,909,000円

・調査設計業務委託料（城ヶ沢工区、奥内工区） 7,909,000円

脇野沢地区漁港機能増進事業負担金（脇野沢漁港） 防舷材整備により、新造フェ

リーが着岸する際の安全性が向

脇野沢漁港のストック効果の最大化を図りつつ、漁村の活力を取 上した。

り戻すため、就労環境の改善、安全性の向上及び漁港施設の有効利

用等に資する施設の整備を行う。

・事 業 費：3,500,000円

・負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

・市負担額：35,000,000円×1/10＝3,500,000円

・事業内容：新造フェリー着岸のための防舷材 N=2基

浜 奥 内 漁 港 浜奥内地区漁港施設機能強化事業 実施設計及び被覆ブロック製

施 設 整 備 費 浜奥内漁港では、冬季風浪による航路への砂の堆積が著しく、漁 作により、外北防波堤延伸工事

33,418,000 業活動に支障を来していることから、これを解消し安全で効率的な の発注準備が整った。

漁業活動環境を確保し、水産業の振興を図った。

●事業費： 33,418,000円

（内国庫支出金16,709,000円、県支出金8,354,500円）

（負担割合：国2/4、県1/4、市1/4）

○委託料 3,168,000円

・実施設計等業務委託 3,168,000円

○工事請負費 30,250,000円

・浜奥内地区漁港施設機能強化工事 30,250,000円

工事場所：むつ市大字奥内字浜奥内、浜平地先

工事内容：外北防砂堤被覆ブロック製作 N=700個
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

商 工 振 興 費 商工振興対策事業 市内事業者の支援活動を行っ

297,362,033
（単位：円）

ている関係機関に対して負担金

を拠出することで、事業者の経

団 体 名 負 担 金 営革新に寄与した。

青 森 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会 1,000,000

青森県たばこ販売協同組合むつ支部 200,000

合 計 1,200,000

商工団体の育成 地域経済の総合的振興のため、

（単位：円）
市内商工会議所や商工会が行う

事業に対して補助金を拠出する

団 体 名 補 助 金 ことで、充実した事業運営とな

った。

む つ 商 工 会 議 所 19,920,000

むつ市川内町商工会 1,710,000

大 畑 町 商 工 会 1,890,000

合 計 23,520,000

中小企業の金融対策 市内中小企業への融資が円滑

になるとともに、企業の資金繰

○中小企業融資特別保証制度 りに係る負担が軽減された。

・特別保証制度融資信用保証料負担金 11,061,827円

「小口・小口零細・創業」分保証料

・特別保証制度融資原資預託金 216,000,000円

「小口資金特別保証制度」

「事業活性化資金特別保証制度」

特別保証制度利用状況
（単位：件、％）

小 口 事 業 活 性 化

年 度

件数 消化率 件数 消化率

令和２年度 148 86.8 11 21.5

令和３年度 77 53.5 21 30.3

令和４年度 69 56.4 13 27.0

令和５年度 74 72.8 13 23.9

令和６年度 71 58.1 11 21.8
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

商 工 振 興 費 企業誘致推進事業 既存誘致企業に対し、優遇制

（続き） 度を実施することで、地域への

○むつ市企業誘致促進条例事業所賃借助成金
（単位：円）

定着を支援した。

企 業 名 助 成 金

株式会社エスプールグローカル 144,000

株式会社ライトカフェＵ． 545,000

株 式 会 社 シ モ ム ラ 9,600,000

合 計 10,289,000

○むつ市企業誘致促進条例雇用助成金
（単位：円）

企 業 名 助 成 金

株式会社エスプールグローカル 9,000,000

株 式 会 社 シ モ ム ラ 13,000,000

合 計 22,000,000

地域連携協議会負担金 2,575,000円 講習会の実施等、下北・むつ

市企業連携協議会の事業を通

地元企業、エネルギー事業者、研究機関等を会員とした「下北・ じ、地域企業の技術力向上、人

むつ市企業連携協議会」に負担金等を拠出し、専門的試験の受験対 材育成、産業振興に寄与した。

策講習会の開催や国等への要望活動などにより、地域企業の技術力

向上や産業振興に向けた取組を行った。

○下北・むつ市企業連携協議会会費 200,000円

下北・むつ市企業連携協議会負担金 2,375,000円

○下北・むつ市企業連携協議会会員数･･･52団体

※令和６年度末時点の１号会員数

○専門的試験受験対策講習会

試験名 受講者数 合格者数

令和２年度 27人（12人） 1人（0人）

令和３年度 15人（ 6人） 0人（0人）

第２種放射線

令和４年度 取扱主任者試験 21人（14人） 1人（0人）

令和５年度 19人（14人） 0人（0人）

エックス線作業
令和６年度 12人（ 4人） 4人（0人）

主任者試験

（ ）うち高校生数
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

商 工 振 興 費 中小企業経営安定化支援（特別枠）事業 令和２年度に、緊急的かつ迅

（続き） 速な資金繰りのためにセーフテ

令和２年度に実施した中小企業経営安定化支援（特別枠）に係る ィネット保証４号、５号、危機

利子補給（令和６年度分） 関連保証の認定を条件に融資を

受けた65事業者の経営安定化に

・中小企業融資特別保証制度（特別枠）負担金 2,082,458円 寄与した。

観 光 費 観光関連団体負担金・補助金 12,317,800円 市内各観光協会等に対し事業

256,866,675 費を補助することで観光関連事

地域経済の振興及び文化の向上に寄与することを目的に、むつ市 業運営の充実が図られた。

内の各観光協会等に補助金を交付した。

・むつ市観光協会 5,866,800円

・川内町観光協会 1,485,000円

・大畑町観光協会 680,000円

・脇野沢地区観光協会 1,656,000円

・Rebornかわうち実行委員会 1,000,000円

・薬研温泉開湯400年祭実行委員会 900,000円

・観光団体負担金 640,000円

・その他観光関連団体負担金 90,000円

光のアゲハチョウ推進事業 8,748,145円 これまで「光のアゲハチョ

ウ」として市民に愛されてきた

釜臥山展望台からの夜景「光のアゲハチョウ」の世界夜景遺産へ むつ市の夜景が「世界夜景遺

の認定に伴い、世界夜景サミット2024inタイへの参加負担金等を支 産」に国内で初めて認定された

出した。 ことで、当市の夜景観光のブラ

ンド価値を高めることになっ

・夜景サミット2024inタイ参加負担金 2,750,000円 た。

・旅費 1,333,845円

・世界夜景遺産認定記念グッズ製作業務委託料 1,098,900円

・誘客コンテンツ開発・ＰＲ業務委託料 946,000円

・世界夜景遺産認定記念イベント開催業務委託料 2,204,400円

・キャラクターイラスト制作業務委託料 300,000円

・日本百名月参画会費等 115,000円

下北ジオパークによる観光地域づくり推進事業 13,824,000円 しもきたTABIあしすとによる

観光ルートバスの運行や地域コ

下北半島６自治体による観光振興の舵取りを担う地域連携ＤＭＯ ンテンツの造成、情報情報等に

『一般社団法人しもきたTABIあしすと』に負担金及び会費を支出し より、当市を含めた下北半島６

た。 自治体の広域観光振興が図られ

・一般社団法人しもきたTABIあしすと負担金 13,674,000円 た。

・一般社団法人しもきたTABIあしすと会費 150,000円

-95-



事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

観 光 費 地域のにぎわい創出事業 1,028,500円 大学生をはじめとした地域住

（続き） 民からは、「むつ市の文化や伝

地域のにぎわい創出を図るために地域の高等教育機関と連携し、 統に触れ、祭りやイベントに参

むつ市の伝統行事である「おしまこ流し踊り」に参加した。参加者 加する良い機会になった」との

数の減少が顕著となっているため、学生たちの若い力を取り入れる コメントが寄せられた。また、

ことで、新たな参加者層の拡大を図った。 一般公募も実施したことで、世

代、地域を問わず新規での参加

・にぎわい創出プロジェクト業務委託 1,028,500円 層の拡大が図られた。

湯野川温泉濃々園建替事業 27,837,460円 実施設計を基に解体・新築を

含めた建て替えのイメージや予

令和４年度及び５年度に実施した基本設計及び実施設計を基に、 算規模について把握できたこと

建物の解体を実施した。 で、スムーズな解体事業と、令

和７年度の新築工事に向けた導

・浄化槽検査手数料 11,000円 入を進めることができた。

・建築確認申請手数料 41,000円

・監理業務委託料 3,675,100円

・残置物処分業務委託料 299,200円

・浄化槽抜取清掃委託料 190,284円

・テレビ引込設備撤去委託料 99,000円

・新築工事資料作成業務委託料 1,367,876円

・解体工事請負費 22,154,000円

観光ＤＸ・情報発信システム導入事業 24,417,739円 ソーラービーコンを使い、オ

ンライン配信技術等（スマート

令和５年度に行った導入可能性調査の結果を基に、情報発信シス フォン向けアプリケーション）

テム・コンテンツの開発及び再生可能エネルギーを利用した、最新 を利用して本市で情報発信を着

ＩｏＴデバイスの設置を行った。令和６年８月２９日にむつ市観光 実に行うことにより、観光客等

アプリ「キラナビ」を配信し、令和６年９月１日より実証実験を の利便性向上につなげ、むつ市

行っている。 の観光資源の魅力度向上および

観光客の回遊利用促進を図っ

・観光ＤＸ推進に伴う再エネを活用した情報発信システム運用 た。

実証実験業務委託料 24,417,739円

むつ来さまい館 むつ来さまい館等３施設指定管理料 65,017,000円 指定管理者制度を導入した民

等 管 理 費 間事業者のノウハウを活用した

70,701,840 【３施設指定管理概要】 運営による各種イベントを行っ

・指定管理者：むつ商工会議所 たことで、にぎわいの創出が図

・指定管理施設：むつ来さまい館、むつ下北観光物産館、 られた。

むつ市イベント広場

・施設利用者：令和６年度 86,575人

【指定管理料】

・施設運営通常分 55,300,000円

・電気料金高騰等追加分 9,139,000円

・燃料費高騰等追加分 578,000円

-96-



事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

産 業 振 興 費 公益社団法人下北物産協会補助金 4,230,000円 観光客数の減少に伴い利用者

37,803,704 と売り上げが減少となったもの

むつ下北地域の特産品やお土産品等を市内外に幅広くＰＲするこ の、補助金の効果により下北地

とにより、観光客の増加や地域産品の消費拡大につなげ、地域経済 域のお土産や特産品の安定的な

の活性化を図ることを目的に補助金を交付した。 取扱いにつながった。

○補助対象事業

・ＪＲ下北駅前直営売店運営事業

・「寒さに挑戦！！しもきた冬まつり」

地域特産品活用促進事業 3,295,000円 「大湊自衛隊グルメガイド

ブック」をリニューアルしたほ

海上自衛隊大湊基地所属の部隊で提供されている「海自カレー」と か、「よこすかカレーフェスティ

航空自衛隊第42警戒隊で提供されている「空自空上げ（からあげ）」 バル2024」や県内外の様々な

を活用した事業を実施する「大湊海自カレー普及会」と「大湊Sora イベントに出店したことにより、

空っ！普及会」へ負担金を支出した。 大湊海自カレーを全国にＰＲす

ることができた。

・大湊海自カレー普及会負担金 2,220,000円

提供数 5,302食

・大湊Sora空っ！普及会負担金 1,000,000円

提供数 11,135食

むつ市のうまい！ステップアップ事業費 3,180,000円 新商品開発やラベル製作、出

展事業など、両事業ともに多岐

「稼げる地域」への成長を目指し、市内の中小企業の販路開拓・ にわたる展開ができた。特に、

拡大を支援するため、国内外で開催される商談会や見本市、物産展 販路開拓支援補助金を活用した

等の出展に要する経費及び新商品の開発や既存商品のブラッシュア 事業では、新たな開拓地（ロサ

ップなどに要する経費の一部を補助した。 ンゼルス）の開拓が実現でき

た。

・むつ市のうまい！販路開拓支援補助金 （ 6件）1,427,000円

・むつ市のうまい！新商品開発支援補助金（11件）1,753,000円

むつ市のうまい直送便「Ｍ－ロジ」事業費 5,361,350円 迅速な物流サービスの提供と

トラックセール等によるプロモ

地域の特産品の販路拡大、地域の生産者・事業者の所得向上、一 ーション事業を実施したことに

次産業の振興、地域経済の成長、関係人口の増加を目指し、令和４ より、特産品の販路の拡大と認

年度から下北物産協会所有のＭ－ロジ事業専用トラックによるむつ 知度の向上につながった。

下北地域の特産品の首都圏への直送を実施。事業実施主体である公

益社団法人下北物産協会に対し、事業費を補助した。

・事業費補助金 5,000,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

産 業 振 興 費 Aomori Global Advance Project 2024 6,473,730円 シンガポールの大学生がむつ

（続き） 市への短期留学を経て、「輸出

シンガポール国立大学の学生がむつ市をはじめとする青森県内に の促進」、「インバウンドの促

短期留学し、生産現場体験やホームステイ、地域の大学生との交流 進」、「ブランディング」をテー

等を通じ、地域の歴史・文化や産業等について学びを深め、帰国後 マに、シンガポールにおいて特

のインターンシップにおいてインバウンド・輸出・ブランディング 産品の販路開拓や各種プロモー

の促進について実践することで、むつ・下北地域の産業の高度化を ションを行った。シンガポール

図った。 において乾燥ナマコおよそ100

万円の売り上げを達成したほ

・振 込 手 数 料 13,730円 か、新たな観光ツアーの造成が

・コーディネート業務委託料 6,460,000円 図られるなど、特産品の販路の

拡大や認知度の向上につながっ

た。

むつ市のうまいでポケバル推進事業 2,000,000円 ＥＣサイトの継続に加え県外

のイベントへ出店したことによ

新型コロナウイルス感染拡大を契機に拡大した「家飲み」をメイ り、販路の拡大と、認知度の向

ンターゲットとして、消費者が自宅にいながらも手軽に味わえるよ 上が図られた。

う、地域の特産品を活用した飲食店の料理を冷凍商品として販売す

るための商品の製造・販売を実施。実施主体であるむつ市料理飲食

店組合に補助金を支出した。

・むつ市のうまいでポケバル推進事業費補助金 2,000,000円

むつ市のうまい！山の幸ブランディング事業 5,124,360円 新たに加工用じゃがいもを使

ったポテトチップスを販売した

これまでプロモーションを行ってきた海の幸だけではなく、「下 ほか、むつ市で開催されたジオ

北牛」や「新時代かぼちゃ」等の山の幸の認知度向上と販路開拓・ パーク全国大会にあわせた下北

拡大を図るため、実行委員会に対し負担金を支出した。 牛ローストビーフの握り寿司キ

ャンペーンや、アメリカロサン

・旅費 124,360円 ゼルスや台湾高雄市でのプロモ

・むつ市のうまい！山の幸ブランディング事業実行委員会負担金 ーションを実施したことによ

5,000,000円 り、販路の拡大と認知度の向上

が図られた。
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